
２ 研究の実際 ＞ (２) 活動プログラムの実際

カ 検証結果＜中学校(学年)＞

【検証の視点Ⅰ－Ａ：関心】

○「思った」「少し思った」と回答した生徒の割合は、１回目が83.2％、２回目が100％、３回目が85.9

％でした。その理由として、「これまで知らなかった友達の新しい一面を知ることができ、思った以上

に楽しく活動できたから」という記述が多く見られました。一方、「あまり思わなかった」「思わなか

った」と回答した生徒の割合は、１回目が16.8％、２回目が18.4％、３回目が14.1％でしたが、その

理由として、「前からよく知っている相手だったから」という記述が見られました。これらのことから、

ほとんどの生徒はグループでの活動を通して、学級の友達に対する関心を高めることができたと考え

られます。

【検証の視点Ⅰ－Ｂ：親近感】

図１ 生徒の友達に対する関心の変化

図２ 生徒の友達に対する親近感の変化
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【親近感】
今日一緒に活動した相手との距離が、

活動前よりも縮まったと思いましたか？
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【関心】
今日一緒に活動した相手のことを、

もっと知りたいと思いましたか？
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○「思った」「少し思った」と回答した生徒の割合は、１回目が92.2％、２回目が97.8％、３回目が92.9

％でした。その理由として、「あまり話したことのない相手だったけど、話してみたら面白かったから」

「相手のことを考えて話したら、笑顔で楽しく話せたから」という記述が多く見られました。一方、「あ

まり思わなかった」「思わなかった」と回答した生徒の割合は、１回目が7.8％、２回目が2.2％、３回

目が7.1％でしたが、その理由として、「いつもよく話をする相手だったから」という記述が見られま

した。これらのことから、ほとんどの生徒はグループでの活動を通して、学級の友達に対する関心を

高めることができたと考えられます。

【検証の視点Ⅰ－Ｃ：仲間意識】

○「思った」「少し思った」と回答した生徒の割合は、１回目が82.0％、２回目が96.6％、３回目が91.7

％でした。その理由として、「たくさん話ができて互いのことが分かったから」「しっかりと話し合っ

て、今まで知らなかったことを知ることができたから」という記述が多く見られました。一方、「あま

り思わなかった」「思わなかった」と回答した生徒の割合は、１回目が18.0％、２回目が3.4％、３回

目が8.3％でしたが、その理由として、「他の人とも活動してみたいから」「他の学級の友達ともやって

みたいから」という記述が見られました。これらのことから、ほとんどの生徒はグループでの活動を

通して、学級の友達に対する仲間意識を高めることができたと考えられます。

【検証の視点Ⅱ－Ａ：学級の雰囲気】 オ 検証内容と検証方法 について

図３ 生徒の友達に対する仲間意識の変化

図４ 生徒の学級の雰囲気に対する意識と行動の変化
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【仲間意識】
今日一緒に活動した相手と、また一緒に

活動したいと思いましたか？
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↑こちらをクリックすると、検証の視点を見ることが
できます。

http://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h28/05_kyouikusoudan/documents/12_kenshou_shiten.pdf#page=2
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○活動プログラムにおける授業実践の前後で、数値が0.7ポイント上がりました。また、生徒のワークシ

ート等には、学級の雰囲気について「互いに相手のことを考えて行動すれば笑顔が増えて楽しく生活

できると思った」「自分の考えや意見を言うだけではなく、相手のことも聴けばトラブルは起きにくい

ということが分かった」という記述が多く見られました。これらのことから、ほとんどの生徒は、グ

ループでの活動を通して、今後、学級の雰囲気が良くなっていくと感じていると考えることができま

す。

【検証の視点Ⅱ－Ｂ：友達との関係】 オ 検証内容と検証方法 について

○活動プログラムにおける授業実践の前後で、数値が0.5

ポイント下がりました（図５）。友達との関係における

５つの質問項目を見ると、４つの項目で数値が下がって

いました。一方、生徒のワークシート等には、「もめて

いる２人の間に入るのは難しいけれど、学習したトラブ

ル解決のポイントを使って解決したい」「トラブルを起

こさないように話し方や聴き方を工夫しなければいけな

い」という記述が多く見られました。このことから、数

値が下がった理由として、生徒がグループでの活動を通

して、友達への配慮や言葉の掛け方についての意識を高

めたことにより、友達との関係を厳しく評価したと考え

られます。

図５ 生徒の友達との関係に対する意識と行動の変化(全体)
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図６ 生徒の友達との関係に対する

意識と行動の変化(項目別)
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↑こちらをクリックすると、検証の視点を見ることが

できます。

http://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h28/05_kyouikusoudan/documents/12_kenshou_shiten.pdf#page=2

